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【1日目】　2月27日（金）

第1会場

開会式� 2月27日（金）　8:50〜9:00　第1会場

ケースカンファレンス1� 2月27日（金）　9:00〜10:30　第1会場
座長：�高山かおる（済生会川口総合病院　皮膚科） 

石橋理津子（佐賀大学医学部附属病院　形成外科）

未病×プロフェッショナル　みんなで守る足の未来～ケアの専門知識と判断力～

CA-01-1	 足病を全身病として捉える  
―本邦の実情に根差した包括的アプローチの提言―
飯田　　修（大阪けいさつ病院　循環器内科）

CA-01-2	 明日からケアの現場で役立つ整形外科疾患の知識
野澤　大輔（茨城県立こども病院　小児整形外科）

CA-01-3	 足からのSOSに耳を傾け、安心安全なフットケアでQOLを守る
黒田久美子（フットヘルパー協会／フットケアサロンBaum）

CA-01-4	 専門職とつながるための力を育てる～尊重と協働を基盤とした多職種連携～
中村　恭子（医療法人財団佐々木会　深江形成整形外科院　／JPポドロジースクール）

CA-01-5	 隠れた足トラブルを救え！ 健康寿命を歩ききるための、地域フットヘルス看護
師の極意と後方支援
畑中あかね（神戸市看護大学　看護学部）

シンポジウム4� 2月27日（金）　10:40〜12:10　第1会場
座長：�富田　益臣（医療法人青泉会　下北沢病院　糖尿病センター） 

山﨑　優介（みんなのかかりつけ訪問看護ステーション安佐南）

発症×各地域フットケア　秘密のフットケアケンミンショー

SY-04-1 齊藤茉莉子（釧路赤十字病院　内科）

SY-04-2 西尾　道子（恩賜財団石川県済生会　金沢病院　透析療法部）

SY-04-3 山田　聡子（医療法人愛心会　東宝塚さとう病院）

SY-04-4 浪尾　路代（香川県立中央病院）

SY-04-5 赤嶺　　勝（医療法人明康会　いろのわクリニック）
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ランチョンセミナー1� 2月27日（金）　12:30〜13:30　第1会場
座長：�寺師　浩人（公益財団法人健和会　健和看護学院）

足を護りつづける！進化するスキンケア

	 セラミドの新たな知見と皮膚の保湿・保護機能への臨床応用
溝上　祐子（東京医療保健大学大学院　医療保健学研究科）

【共催】持田ヘルスケア株式会社

特別講演� 2月27日（金）　13:40〜14:40　第1会場
座長：�飯田　　修（大阪けいさつ病院　循環器内科）

	 岡田メソッド meets フットケア足病学
岡田　武史（元サッカー日本代表監督）

日本糖尿病教育・看護学会　合同シンポジウム 
� 2月27日（金）　14:50〜16:20　第1会場
座長：�富田　益臣（医療法人青泉会　下北沢病院） 

山﨑　優介（みんなのかかりつけ訪問看護ステーション安佐南）

発症×フットケア教育　理想のシステムを探せ

	 急性期病院におけるフットケア教育に関する取り組み 
―糖尿病のスティグマと爪切りの認識の違い―
柏山　和美（東京都済生会中央病院　看護部）

	 足病専門病院におけるフットケア教育の在り方と今後の課題
廣納　裕子（下北沢病院　看護部）

	 SNSを活用した在宅フットケア教育の取り組み 
〜YouTubeを通して看護師がどう学ぶかの一提案〜
永治　雄太（合同会社繋人　訪問看護ステーションけいと）

	 日本糖尿病教育・看護学会における糖尿病重症化予防（フットケア）の 
教育システムの考え方
青木美智子（公益社団法人日本看護協会看護研修学校　認定看護師教育課程）

シンポジウム6� 2月27日（金）　17:10〜18:40　第1会場
座長：�古川　雅英（大分岡病院　創傷ケアセンター・形成外科） 

間宮　直子（大阪府済生会　吹田病院）

再発×多職種連携　足病の再発予防の取り組み、どうしてる？

SY-06-1	 当院における多職種協働の再発予防の実際
山下真里菜（大分岡病院　看護部）

SY-06-2	 循環器センターにおける足病予防の連携と活動紹介
西村真知子（森之宮病院　循環器内科）
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SY-06-3	 当院での糖尿病足病変に対する再発予防の取り組みについて
小瀧　洋介（医療法人社団青泉会　下北沢病院　第2医療技術部　リハビリテーション科）

SY-06-4	 大学病院における足病予防の連携と活動 看護師の視点から
杉山　裕貴（順天堂大学医学部附属静岡病院　看護部）

SY-06-5	 地域の高齢者の足を守るためにできること
下垣　美和（大阪府済生会　吹田病院　看護部）

SY-06-6	 訪問看護ステーションにおける足病の再発予防の取り組みと多職種へのかかわ
り方
山口みどり（なごみ訪問看護ステーション　スキンケアセンター）

第2会場

シンポジウム1� 2月27日（金）　9:00〜10:30　第2会場
座長：�山﨑　優介（みんなのかかりつけ訪問看護ステーション安佐南） 

安西　慶三（高木病院　糖尿病内分泌肝疾患センター）

再発×アドヒアランス向上　糖尿病患者の効果的な再発予防・重症化予防

SY-01-1	『足』も『生活』も大切に ～糖尿病患者その人を支えるケア～
東田　美紀（社会医療法人社団正峰会　大山記念病院）

SY-01-2	 足を治したいですか?から始まったパートナーシップ 
〜治療的フットケアから見えたセルフケア支援の可能性〜
尾﨑　隆司（独立行政法人国立病院機構岡山医療センター　看護部）

SY-01-3	 糖尿病専門医による再発予防と重症化予防の一元的アプローチ
富田　益臣（医療法人青泉会　下北沢病院　糖尿病センター）

SY-01-4	 高齢糖尿病患者に特徴的な療養行動阻害因子の検討とアドヒアランス向上に求
められる対応について
成田　雄一（医療法人光陽会　関東病院　リハビリテーション科）

SY-01-5	 ブラシを用いたセルフケア指導の取り組みについての報告
川村　双葉（社会医療法人大道会　森之宮病院　看護部）

ケースカンファレンス3� 2月27日（金）　10:40〜12:10　第2会場
座長：�辻　　依子（大分岡病院　創傷ケアセンター・形成外科） 

福永　匡史（森ノ宮病院　下肢救済センター）

再発×なぜ？　この足病はなぜ再発したのか？

CA-03-1 工藤　元輝（大分岡病院　リハビリテーション部）

CA-03-2 清岡　　愛（大阪府済生会　吹田病院）

CA-03-3 松本　琴美（日本フットケアサービス株式会社）

CA-03-4 岩崎　義弘（社会医療法人誠光会　淡海医療センター　循環器内科）

CA-03-5 木村　知己（三豊総合病院　形成外科）
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ランチョンセミナー2� 2月27日（金）　12:30〜13:30　第2会場
座長：�飯田　　修（大阪けいさつ病院　循環器内科）

“足”からはじまる LIFE-TIME MANAGEMENT

	 足を見て、心をつないだ話　―メディカルスタッフの“気づき力”―
溝端　美貴（大阪労災病院）

	 脈がバラバラだと、人生も揺れる？　―心房細動と脳梗塞の予防―
南口　　仁（大阪けいさつ病院　循環器内科）

	 足が冷たいと、暮らしの温もりも奪われる？　―下肢虚血とEVTという選択肢―
加藤　　拓（京都第一赤十字病院　循環器内科）

【共催】ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社

特別講演　サテライト会場� 2月27日（金）　13:40〜14:40　第2会場

ケースカンファレンス5� 2月27日（金）　14:50〜15:50　第2会場
座長：�富村奈津子（公益社団法人鹿児島共済会　南風病院　整形外科） 

山本　光孝（大分県立病院　循環器内科）

切断×患者さんへの言葉　下肢切断後の患者さんにかける一言

CA-05-1	 痛みを伴う高齢者患者、家族への切断に対する声かけ
藤井さつえ（総合高津中央病院　看護部）

CA-05-2	 患者が求めるのは「言葉」なのか・より寄り添う「存在」なのか 
〜患者の状況に応じて求められる看護の役割〜
菅野　智美（社会医療法人社団カレスサッポロ　カレス記念病院　診療技術部門）

CA-05-3	 両側下腿切断患者のリハビリテーションの経験～目標設定と声掛けの工夫～
西村　彰紀（湘南鎌倉総合病院　リハビリテーション部）

CA-05-4	 急性期病院の理学療法士が下腿切断後の患者さんにかけた一言
本間　智明（JA広島総合病院　リハビリテーション科）

CA-05-5	「小さなゴール」を共有して切断後の不安に寄り添った一例
吉嶺　　開（日本フットケアサービス株式会社）



32

スイーツセミナー1� 2月27日（金）　16:00〜17:00　第2会場
座長：�藤原　昌彦（野崎徳洲会病院　副院長、心臓血管センター長） 

森　慎太郎（株式会社フィリップス・ジャパン　IGT事業部　ビジネスマーケティング部長）

知性と感性のフットケア：�ホラン千秋×5人のエキスパートが紐解く「足病医療の今とこれから」　

スペシャルゲスト：�ホラン千秋
コメンテーター：�石黒真理子（日野クリニック　皮膚科） 

山内菜都美（大阪けいさつ病院　形成再建外科・美容外科） 
尤　　礼佳（済生会中央病院　血管外科） 
藤井　　渚（蓮田一心会病院　看護部） 
平川　歩未（カレス記念病院　看護部カテーテルセンター）

【共催】株式会社フィリップス・ジャパン

ケースカンファレンス6� 2月27日（金）　17:10〜18:40　第2会場
座長：�岡田　克之（桐生厚生総合病院） 

西田　壽代（足のナースクリニック）

未病×変形爪　“変形爪”ケアの迷いと解決を探る

CA-06-1	 爪の異常の鑑別診断と適切なケアへの道筋
福山國太郎（関西ろうさい病院　皮膚科）

CA-06-2	 介護士と歩む爪のケア　～フットヘルパーとしての関わり～
奥田　晶子（一般社団法人フットヘルパー協会）

CA-06-3	 足病専門外来の症例から肥厚爪ケアの迷いと解決を考える
北　　和子（富士　足・心臓血管クリニック）

CA-06-4	 動画で解説！私がフットケアサロンで行う変形爪ケア
山本　孝志（一般社団法人東京フットケア協会）

CA-06-5	 “変形爪”ケアの迷いと解決を探る ケースカンファ：透析室でのケア私のやり方
愛甲　美穂（医療法人徳洲会　湘南鎌倉総合病院　腎臓病総合医療センター・血液浄化室）

第3会場

シンポジウム2� 2月27日（金）　9:00〜10:30　第3会場
　　　座長：�大竹　剛靖（湘南鎌倉総合病院　腎臓病総合医療センター） 

仲間　達也（東京ベイ・浦安市川医療センター　循環器内科）
パネリスト：�白土　治己（独立行政法人医薬品医療機器総合機構）

死亡×ACP　本邦のCLTI診療の現場にACPどう持ち込むか

SY-02-1	 本邦のCLTI診療の現場にACP どう持ち込むか
平岡　栄治（東京ベイ浦安市川医療センター　総合内科）

SY-02-2	 CLTIの病みの奇跡と適切なACPのタイミング
舟橋紗耶華（杏林大学　医学部循環器内科）
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SY-02-3	 適切な時期にACPを行い、満足度の高い終末期を迎えた1例
小山　晃子（倉敷市立市民病院　形成外科）

SY-02-4	 CLTI患者におけるACP実践の葛藤：切断を巡って家族の願いと本人の意思が対
立した一例
磯田竜太郎（川崎医科大学総合医療センター　外科）

SY-02-5	 ACPを臨床に導入したが適切な意思決定支援に至らなかった1例  
―CLTIにおけるACP 疼痛緩和の重要性―
木村　知己（三豊総合病院　形成外科）

シンポジウム5� 2月27日（金）　10:40〜12:10　第3会場
座長：�古川　雅英（大分岡病院　創傷ケアセンター・形成外科） 

西村　彰紀（湘南鎌倉総合病院　リハビリテーション部）

死亡×多職種ケア　終末期CLTIとの向き合い方〜悪化させないケアと無理しないケア

SY-05-1	 足病を専門に診る開業医の視点からの終末期CLTI診療
竹内　一馬（医療法人たけうち　六本松　足と心臓血管クリニック）

SY-05-2	 CLTIに対する当科での疼痛コントロール
田村　太志（川崎医科大学　心臓血管外科）

SY-05-3	 終末期CLTIの創傷管理において、感染制御をどう⾏うのか？  
―皮膚・排泄ケア特定認定看護師の実践―
平良　亮介（水島協同病院　看護部）

SY-05-4	 終末期の創傷管理その2 Autoamputationか？切断か？ 
“no-option”の先にある創傷管理の一考察
藤井　　渚（医療法人社団愛友会　蓮田一心会病院　看護部）

SY-05-5	 在宅にいく理学療法士の立場から考える終末期CLTI
松本　純一（TOWN訪問診療所　板橋）

SY-05-6	 栄養管理から考える終末期CLTI
大川　瑞稀（IMSグループ春日部中央総合病院　栄養科）

SY-05-7	 終末期のCLTIに対する理想の看護とは
鈴木　由加（千葉県循環器病センター　看護局）

ランチョンセミナー3� 2月27日（金）　12:30〜13:30　第3会場
座長：�富田　益臣（下北沢病院　糖尿病センター長）

爪疾患から足を守ろう

	 フットケアにおける爪白癬診療の重要性
林部　一人（はやしべ皮フ科クリニック）

	 足趾巻き爪と運動機能の関係にせまる ―シニアにおける巻き爪治療の意義―
今井亜希子（ひかり在宅クリニック）

【共催】株式会社カネカ/マルホ株式会社
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一般演題　優秀演題セッション� 2月27日（金）　14:50〜15:50　第3会場
　座長：�佐藤　勝彦（札幌心臓血管クリニック　循環器内科） 

瀬戸奈津子（金沢大学医薬保健研究域保健学系　臨床実践看護学講座）
審査員：�河辺　信秀（東都大学　幕張ヒューマンケア学部　理学療法学科） 

樋口　ミキ（日本看護協会看護研修学校認定看護師教育課程） 
安西　慶三（医療法人社団高邦会　高木病院　糖尿病内分泌肝疾患センター） 
上村　哲司（佐賀大学　医学部　形成外科）

優秀演題

優秀演題1	 演題取り下げ

優秀演題2	 重症下肢虚血患者に対する血管内治療単独療法と血管内治療＋レオカーナ併用
療法の比較
徳田　尊洋（名古屋ハートセンター　循環器内科）

優秀演題3	 両側CLTI患者がEVT翌日に敗血症性ショックを発症し心停止に至るが、大切断
を回避し自宅生活に戻った一例
堀　　広義（大阪けいさつ病院　リハビリテーション技術科）

優秀演題4	 市中病院フットケアチームの挑戦：多専門・多職種による多種治療・多種エンドポ
イントの包括的な評価 ～早期血行再建は、患者の長期予後にどう影響するか？～
矢津　優子（医療法人徳洲会野崎徳洲会病院　臨床工学科）

優秀演題5	 包括的高度慢性下肢虚血における遅延紹介が臨床成績に与える影響とその対策
小島　俊輔（東京ベイ・浦安市川医療センター　循環器内科）

優秀演題6	 CLTI患者の入院時症状負担の特徴
川井　陽平（愛知医科大学　血管外科）

スイーツセミナー2� 2月27日（金）　16:00〜17:00　第3会場
座長：�飯田　　修（大阪けいさつ病院　循環器内科）

足と全身血管とのつながり　―包括的治療の最前線―

	 世界を揺るがす高血圧治療  
～腎デナベーションは治療抵抗性高血圧患者への福音となる～
藤原　昌彦（野崎徳洲会病院　循環器内科）

	 世界に誇るシャント維持戦略 ～繰り返すトラブルを断ち切る最先端デバイス～
末光浩太郎（大阪けいさつ病院）

	 世界をリードする大動脈弁治療  
～透析患者の大動脈弁狭窄症への低侵襲治療戦略の今～
市堀　泰裕（大阪けいさつ病院）

	 世界が注目する不整脈治療 ～ここまで進化した！超高齢社会にも対応可能な 
カテーテルアブレーション、デバイス治療の実際～
南口　　仁（大阪けいさつ病院）

【共催】日本メドトロニック株式会社
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シンポジウム7� 2月27日（金）　17:10〜18:40　第3会場
　　　　　座長：�大竹　剛靖（湘南鎌倉総合病院　腎臓病総合医療センター） 

石橋理津子（佐賀大学医学部付属病院　形成外科）
コメンテーター：�関　　晃平（和歌山県立医科大学付属病院） 

有阪　光恵（東京ベイ・浦安市川医療センター　循環器内科） 
西村　彰紀（湘南鎌倉総合病院　リハビリテーション部）

死亡×患者満足　CLTI終末期との向き合い方　何が患者にとって最高の最期なのか？

SY-07-1	 生命予後がないにも関わらず積極的治療を選択した症例
鈴木　理穂（市立札幌病院　循環器内科）

SY-07-2	 CLTI終末期との向き合い方 何が患者にとって最高の最期なのか？
伊方　敏勝（熊本リハビリテーション病院　下肢救済センター　形成外科）

SY-07-3	 CLTI透析患者の終末期のあり方を考える
大竹　剛靖（湘南鎌倉総合病院　腎臓病総合医療センター）

SY-07-4	 これがフットケアナースの真髄　～QOL評価が語るものとは～
溝端　美貴（大阪ろうさい病院　看護部　フットケア外来）

第4会場

一般演題1� 2月27日（金）　9:00〜10:00　第4会場
座長：�佐藤　友保（土谷総合病院　放射線科） 

森田　一郎（川崎医科大学総合医療センター　総合外科（血管外科））

血行再建（血管内治療と外科治療）ー1

O1-1	 腸骨動脈病変に対する血管内治療の長期治療成績
桒田　憲明（川崎医科大学　心臓血管外科学）

O1-2	 当院でpDVAを施行したCLTIの患者の臨床成績
毛利　晋輔（済生会横浜市東部病院　循環器内科）

O1-3	 再閉塞を繰り返す浅大腿動脈病変に対して外科的アプローチが奏功した包括的
高度慢性下肢虚血の一例
吉井　大智（大阪けいさつ病院　循環器内科）

O1-4	 コンパートメント症候群を伴うPhlegmasia cerulea dolensに対し血行再建な
らびに穿刺減圧により救肢した1例
辻本　誠長（札幌心臓血管クリニック　循環器内科）

O1-5	 複雑な血行再建におけるウシ心膜パッチの有用性
中西　靖佳（大阪けいさつ病院　大動脈・血管センター）

O1-6	 末梢run-offの乏しい両側CLTI症例に対してIVUS-guided EVTが有用であった
1例
早川　直樹（国保旭中央病院　循環器内科）

O1-7	 包括的高度慢性下肢虚血症例におけるシロスタゾールの効果 
～LANDMARK registry
飛田　一樹（湘南鎌倉総合病院　循環器内科）
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一般演題2� 2月27日（金）　10:10〜11:10　第4会場
座長：�上月　正博（山形県立保健医療大学　保健医療学部　腎臓内科） 

横井　宏佳（福岡山王病院　循環器センター）

CLTIの全身管理（栄養とその他）

O2-1	 血管内治療を受けた包括的高度慢性下肢虚血患者における主観的包括的栄養評
価の影響
山田　雄大（中部国際医療センター　循環器内科）

O2-2	 重症下肢虚血患者における入院時エネルギー充足率の実態調査と充足率不足の
要因についての検討
臼井　美沙（岐阜ハートセンター　栄養科）

O2-3	 心肺停止後の踵部褥瘡に対し胃瘻造設と集学的治療により創傷治癒と自宅退院
を目指した一例
畑山　信子（京都田辺中央病院　臨床栄養部）

O2-4	 経皮的血行再建術を受けた包括的高度慢性下肢虚血症例における栄養・炎症指
標の臨床的影響の検討
庄司　圭佑（京都第一赤十字病院　心臓センター　循環器内科）

O2-5	 Rutherfordカテゴリー4の患者における創形成と栄養状態の関連について
藤井陽太郎（済生会横浜市東部病院　循環器内科）

O2-6	 糖尿病患者の壊死性筋膜炎に対する特定看護師の実践と多職種連携
足立　里美（独立行政法人労働者健康安全機構山陰労災病院　看護部）

O2-7	 高齢者のCLTI診療におけるACPの必要性  
―診療連携のないまま治療が開始された症例の経験を通して―
横山　明子（横浜市立みなと赤十字病院　形成外科）

一般演題3� 2月27日（金）　11:20〜12:10　第4会場
座長：�藤井　美樹（東京医科大学　形成外科学分野） 

真栄里恭子（湘南鎌倉総合病院　腎臓内科）

レオカーナー1

O3-1	 慢性維持透析患者のCLTIに対してレオカーナを使用した5症例
小林　泰子（富家千葉病院　臨床工学課）

O3-2	 血液透析患者におけるレオカーナとHD直列接続療法の臨床的有用性の検討
稗畑　勇希（医療法人王子総合病院　医療技術部　臨床工学科）

O3-3	 下肢閉塞性動脈疾患に対するLDL吸着の現状
川上　崇志（玄々堂君津病院　臨床工学科）

O3-4	 MP関節以近CLTI潰瘍に対するレオカーナⓇの有効性
草島英梨香（�市立札幌病院　形成外科／市立札幌病院　下肢救済センター／	

北海道大学大学院　医学研究院　形成外科学教室）

O3-5	 通院透析患者におけるレオカーナ治療の治療成績と関連因子の検討
稲垣　寛喜（東葉クリニック大網）

O3-6	 レオカーナⓇにより創傷治癒を目指す地域医療連携の取り組み
大熊　　慧（松弘会三愛病院　循環器内科）
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ランチョンセミナー4� 2月27日（金）　12:30〜13:30　第4会場
座長：�中屋　貴子（国立循環器病研究センター病院　皮膚・排泄ケア特定認定看護師）

慢性創傷マネジメント　～CMIデバイスをつかいこなせ～

	 創傷と感染　～慢性創傷外来から見た現状と展望～
青木　大地（神戸大学大学院医学研究科　形成外科学　特定助教）

	 創傷管理のトランスフォーメーション 
「デバイスを見極め、アウトカムを磨く。」
藤井　　渚（医療法人社団愛友会　蓮田一心会病院　看護部　褥瘡管理室）

【共催】センチュリーメディカル株式会社

一般演題4� 2月27日（金）　14:50〜15:50　第4会場
座長：�加賀谷　優（順天堂大学医学部附属順天堂医院　形成外科） 

谷口　　晃（市立東大阪医療センター　整形外科）

足病に関わる手術

O4-1	 当院におけるジグザグ爪床皮弁法を行った巻き爪の検討
毛山　　剛（医療法人薫風会　けやまクリニック　形成外科）

O4-2	 前足部変形を伴う中足趾節関節部足底胼胝に対する低侵襲中足骨遠位骨切り術
の小経験
日尾　有宏（東前橋整形外科病院　足の外科センター）

O4-3	 中足部矯正骨切りによる中，前足部変形の矯正を行った3症例
大野　義幸（岐阜市民病院　整形外科）

O4-4	 Surgical offloadingが有効であった難治性の糖尿病性足潰瘍の2例
倉田　修治（湘南藤沢徳洲会病院　外科）

O4-5	 足趾切断におけるfillet toe flapの治療成績とデザインの工夫
藤井　妃菜（JA広島総合病院　形成外科）

O4-6	 軟部組織感染症によるアキレス腱部分断裂に対して腓腹筋腱膜付sural flapに
て再建を行った1例
山下雄太郎（徳島大学　医学部　形成外科）

O4-7	 CLTI患者に対する外来minor amputationの成績と課題
伊澤　勝哉（徳島大学病院　形成外科・美容外科）

スイーツセミナー3� 2月27日（金）　16:00〜17:00　第4会場
座長：�宮下　裕介（長野赤十字病院　循環器内科） 

上月　　周（大阪府済生会　中津病院）

足病患者のLIFE-TIME MANAGEMENTー生涯　元気な心臓と自分の足で歩くー

	 足病患者の最新の検査ーからだにやさしいFFRCT検査とは
森　　直己（大阪けいさつ病院）
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	 足病こそ、FFRCT

鈴木　健之（東京都済生会中央病院）

【共催】ハートフロー・ジャパン合同会社

一般演題5� 2月27日（金）　17:10〜18:10　第4会場
座長：�木村　　中（函館中央病院　形成外科） 

松本　純一（TOWN訪問診療所　板橋院）

足病患者のリハビリー2

O5-1	 CLTI患者における包括的ヘルスリテラシーと再発の関連
居村　修司（医療法人徳洲会　岸和田徳洲会病院　リハビリテーション科）

O5-2	 インク式フットプリンターの信頼性について 
―級内相関係数とBland-Altman分析を用いた検証―
渡辺　恒希（医療法人HIA　なかそねメディカルクリニック　リハビリテーション科）

O5-3	 CLTI透析患者の足趾切断後におけるリハビリの役割と連携支援
小澤　妙子（地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院　リハビリテーション科）

O5-4	 CLTI患者のADL改善に前頭葉機能が及ぼす影響
細谷菜々望（旭川医科大学病院　リハビリテーション部）

O5-5	 包括的高度慢性下肢虚血による下腿切断術後の義足歩行獲得関連因子の検討
瀧田　　翔（筑波大学附属病院　リハビリテーション部）

O5-6	 膝松葉杖を用いた下腿切断後の在宅支援―低心機能を有するCLTIの一例―
長塩　直子（湘南鎌倉総合病院　リハビリテーション部）

O5-7	 治療用サンダル装着時の対側補高が歩行動作に及ぼす影響
次山　航平（熊本総合医療リハビリテーション学院　教育部　理学療法学科）

第5会場

ケースカンファレンス2� 2月27日（金）　9:00〜10:30　第5会場
座長：�日野岡蘭子（旭川医科大学病院　看護部） 

三宅　啓介（大阪大学大学院　医学系研究科　外科学講座　心臓血管外科学）

治癒×虚血肢　創傷治癒のキホンのキ（虚血肢）

CA-02-1	 虚血を疑った場合どうしたらいいの？ だれでもできること
畑　　陽介（関西労災病院　循環器内科）

CA-02-2	 虚血肢の管理を教えて
江田　　茜（医療法人社団心愛会　TOWN訪問診療所　城南）

CA-02-3	 内藤亜由美（湘南医療大学　保健医療学部）

CA-02-4	 傷がある虚血肢症例に対するリハビリテーション
細谷菜々望（旭川医科大学病院　リハビリテーション部）

CA-02-5	 四角四面より融通無碍に虚血肢を語ろう
寺部　雄太（春日部中央総合病院　下肢救済センター）
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CA-02-6	 虚血の創に免荷装具で何ができる？ 何を目指す？ ―義肢装具士が考えること―
松本　琴美（日本フットケアサービス株式会社）

ケースカンファレンス4� 2月27日（金）　10:40〜12:10　第5会場
座長：�綾部　　忍（八尾徳洲会総合病院　形成外科・創傷ケアセンター） 

杉本はるみ（人間環境大学　松山看護学部　看護学科）

治癒×非虚血肢　創傷治癒のキホンのキ（非虚血肢）

CA-04-1	 糖尿病性足潰瘍における下肢創傷処置の「キホンのキ」
松　　久美（社会医療法人敬和会　大分岡病院　看護部）

CA-04-2	 Surgical off-loading
菊池　恭太（下北沢病院　下肢・足病総合センター）

CA-04-3	 包括的高度慢性下肢虚血患者における栄養管理の重要性
児玉　章朗（愛知医科大学　血管外科）

CA-04-4	 創傷治癒のキホンのキ（非虚血肢） Blue toe syndrome
多田　裕樹（社会医療法人元生会　森山病院　外科・血管外科）

CA-04-5	 入院での複合的治療が奏功し,退院後に治癒を得た難治性静脈性下肢潰瘍の一例
菊池　絵里（横浜南共済病院　看護部／横浜南共済病院　心臓血管外科）

CA-04-6	 創傷管理の原点～フットケアにおけるスキンケアと健常皮膚維持の実践～
佐藤　義邦（医療法人社団ときわ会　日東病院　看護部）

ランチョンセミナー5� 2月27日（金）　12:30〜13:30　第5会場
座長：東　　信良（旭川医科大学　外科学講座　血管外科学分野）

創傷ケアにおけるPRP療法の実際 ― 医師と看護師が語る実践のリアル-

	 足病治療におけるPRP療法の実践と工夫 ―症例から学ぶ治療のコツ―
辻　　依子（大分岡病院　創傷ケアセンター・形成外科）

	 看護師が行う創傷管理とオートロジェルの使用経験 ―医師との協働と共有―
日野岡蘭子（旭川医科大学　看護部）

【共催】ロート製薬株式会社

パネルディスカッション1� 2月27日（金）　14:50〜16:20　第5会場
座長：�福永　匡史（森ノ宮病院　下肢救済センター　循環器内科） 

辻　　依子（大分岡病院　創傷ケアセンター・形成外科）

治癒×よろず相談　DJ 福永のよろず相談チャンネル　あと一息どないしよ？

PD-01-1	 CLTIの集学的治療に必要な道筋
野村　拓生（十全記念病院　血管外科・下肢救済センター）

PD-01-2	 難治性潰瘍の理論的原因診断による治療「潰瘍はきずではなくて、病気です」
沢田　泰之（東京都立墨東病院　皮膚科）
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PD-01-3	 カルシフィラキシスをはじめ多種に及ぶ基礎疾患の影響により創傷治癒遅延に
陥った難治性下腿潰瘍の1例
高島　聖子（湘南藤沢徳洲会病院　看護部）

PD-01-4	 DJ 福永のよろず相談チャンネル　あと一息どないしよ？
門野　邦彦（南和広域医療企業団五條病院　整形外科）

PD-01-5	 当院におけるCLTI患者のリハビリの現状と課題 ～歩行を守るための取り組み～
竹田　昌広（市立函館病院　リハビリ技術部　リハビリ技術科）

PD-01-6	 糖尿病性足潰瘍の治癒遅延に対する義肢装具士の視点
出良　一歩（株式会社田村義肢製作所　営業部）

ケースカンファレンス7� 2月27日（金）　17:10〜18:40　第5会場
座長：�瀬戸奈津子（関西医科大学　看護学部・看護学研究科） 

元村　尚嗣（大阪公立大学　形成外科）

治癒×魔法の言葉　皆の知識を集結　明日から使える魔法の言葉　病識のない患者への対応どうしてる

CA-07-1	 患者が知って欲しいこと、患者に知ってもらいたいこと
溝部　昌子（西南女学院大学　保健福祉学部　看護学科）

CA-07-2	 糖尿病ケアにおける⾏動変容と変化のステージモデル
山﨑　優介（みんなのかかりつけ訪問看護ステーション安佐南）

CA-07-3	 “やる気スイッチ”はどこにある？ ― “魔法の言葉”を求めて右往左往
山口　梨沙（伊那中央病院　フットケア・足病センター　形成外科）

CA-07-4	� 予防、再発防止のための患者教育 ～実臨床で困っていることと工夫していること～
日野岡蘭子（旭川医科大学病院　看護部）

CA-07-5	 魔法の言葉が通じる発動条件
森　　正志（社会医療法人大道会　森之宮病院　リハビリテーション部　理学療法科）

CA-07-6	 患者の不安を無駄に煽らないようにする工夫
宇都宮　誠（TOWN訪問診療所　循環器内科）

第6会場

シンポジウム3� 2月27日（金）　9:00〜10:30　第6会場
座長：�田中　康仁（医真会八尾総合病院　足の疾患センター） 

綾部　　忍（八尾徳洲会総合病院　形成外科・創傷ケアセンター）

切断×トラブル対処　よくわかる実践で役立つ切断術後のトラブル対処法

SY-03-1	 リハビリテーション現場での幻肢痛対策
大住　倫弘（畿央大学大学院　健康科学研究科）

SY-03-2	 下肢切断患者への「心のケア」再考
久持　　修（やまき心理臨床オフィス）

SY-03-3	 断端部の皮膚トラブル対策
綾部　　忍（八尾徳洲会総合病院　形成外科・創傷ケアセンター）
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SY-03-4	 切断後における全身脈管合併症対策とコレステロール塞栓症の教訓
小島　俊輔（東京ベイ・浦安市川医療センター　循環器内科）

SY-03-5	 糖尿病性足潰瘍の治癒後再発動向と切断レベル別リスクの検討
北野　豊明（新須磨病院　形成外科）

SY-03-6	 健側肢のトラブル対策
清田　成晃（医療法人偕行会　名古屋共立病院　リハビリテーション部）

在宅医療委員会企画� 2月27日（金）　10:40〜12:10　第6会場
座長：�袋　　秀平（ふくろ皮膚科クリニック） 

今井亜希子（ひかり在宅クリニック）

在宅フットケアの「今」を語ろう

	 訪問診療医が見据える地域連携と慢性創傷対策
中川　宏治（医療法人大和会　福田心臓・消化器内科　形成外科・皮膚科）

	 在宅の難治性足病変医療～基幹病院と地域の隙間を埋める取り組み～
石井　義輝（医療法人真鶴会　小倉第一病院　形成外科）

	 訪問看護で行うフットケアの実際と課題
松脇孝太郎（大阪府済生会　吹田訪問看護ステーションサテライト東淀川）

	 人生を取り戻すデイサービスの実現 ～歩行の先にある夢を実現する仕組み～
伊藤　順哉（社会福祉法人つるかめ）

ランチョンセミナー6� 2月27日（金）　12:30〜13:30　第6会場
座長：�山岡　輝年（松山赤十字病院　血管外科） 

藤原　昌彦（野崎徳洲会病院　循環器内科）

外科的／内科的血行再建術からの創傷治癒および管理

倉田　修治（湘南藤沢徳洲会病院　外科）

香西　祐樹（愛媛県立中央病院　循環器内科）

【共催】株式会社メディコスヒラタ

スポンサードセミナー1� 2月27日（金）　14:50〜15:50　第6会場
　　座長：�宇都宮　誠（医療法人社団心愛会　TOWN訪問診療所） 

木下　幹雄（医療法人社団心愛会　TOWN訪問診療所）
ご意見番：�綾部　　忍（八尾徳洲会総合病院）

ここまでできる！在宅で行う創傷治療・フットケア

SP-01-1	 CLTI治療の現状と課題
畑　　陽介（関西労災病院）

SP-01-2	 訪問看護で行うフットケアの現実と苦悩
細田　夕子（医療法人水野クリニック）
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SP-01-3	 TOWNスタイル 足病治療は病院と在宅のハイブリッドで
宇都宮　誠（医療法人社団心愛会　TOWN訪問診療所）

【共催】TOWN訪問診療所

スイーツセミナー4� 2月27日（金）　16:00〜17:00　第6会場
座長：�艫居　祐輔（小倉記念病院）

COMFORTを届けるTRA　- 手技で叶える患者満足と業務効率

	 手から足を治療する。
矢津　優子（野崎徳洲会病院）

	 R2Pで取り組むLEAD治療：患者の快適さとメディカルスタッフの負担軽減　 
―その鼠径穿刺、橈骨動脈から“もっと楽に”治療できませんか？―
杉本　　健（京都田辺中央病院）

【共催】テルモ株式会社

補装具委員会企画� 2月27日（金）　17:10〜18:40　第6会場
座長：�菊池　恭太（医療法人青泉会　下北沢病院） 

坂井　一浩（人間総合科学大学　保健医療学部　リハビリテーション学科）

義肢装具士によるタスク・シフト/シェアの現状と展望　〜足病医療における役割強化にむけて〜

	 POに期待する足病医療での役割強化	
菊池　恭太（医療法人青泉会　下北沢病院）

	 タスク・シフト／シェア研修会の実施・活動報告
佐周原義則（�有限会社ハッピーおがわ／公益社団法人日本義肢装具士協会　タスク・シフト／シェア研修WG）

	 POへのフットケア教育の意義
愛甲　美穂（医療法人徳洲会湘南鎌倉総合病院　腎臓病総合医療センター・血液浄化室）

	 研修会修了者へのアンケート調査結果の報告〜POが担う免荷療法の推進〜
上口　茂徳（日本フットケアサービス株式会社）

	 足病医療への日本義肢装具士協会の活動と展望
東江由起夫（新潟医療福祉大学　リハビリテーション学部　義肢装具自立支援学科）

第7会場

Dx委員会企画 � 2月27日（金）　9:00〜10:00　第7会場
座長：�松本　健吾（社会医療法人敬和会　大分岡病院　創傷ケアセンター　形成外科）

	 情報返却を起点とした知識循環とAIモデル生成  
― RAGと良質データ生成の観点から ―
渡部　祥輝（東京工科大学　医療保健学部　リハビリテーション学科）

	 スマートインソールの現状、足病医学への展開に関する問題点
菰田　拓之（�豊橋ハートセンター　あしの外来　デジタルヘルス部／	

豊橋技術科学大学　情報知能工学科／豊橋市医師会　DX委員会）
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	 情報を適切に収集し、足病用AIを学会として保持していく意義
松本　健吾（社会医療法人敬和会　大分岡病院　創傷ケアセンター　形成外科）

学術委員会　子どもの足・靴改革ワーキンググループ企画 
� 2月27日（金）　10:40〜12:10　第7会場
　　　　　座長：�寺師　浩人（日本フットケア・足病医学会） 

大浦　紀彦（日本フットケア・足病医学会）
コメンテーター：�秋野　公造（参議院議員） 

俵　　幸嗣（文部科学省　研究振興局　大学研究基盤整備課）

⼦どもの⾜を守るための靴改⾰シンポジウム

秋野　公造（参議院議員）

塩之谷　香（整形外科医・子どもの足・靴改革WGリーダー）

久道　勝也（皮膚科医・子どもの足・靴改革WG）

伊藤　笑子（小児靴専門家・子どもの足・靴改革WGサブリーダー）

ランチョンセミナー7� 2月27日（金）　12:30〜13:30　第7会場
座長：�大浦　紀彦（杏林大学医学部　形成外科・美容外科　教授）

在宅医療で使える”水あめ発想”の創傷ケア－ATKパッドの適応と実践－

	 ATKパッドはどんな創に向いているのか？ ―実臨床から考える使いどころー
山口　梨沙（伊那中央病院　フットケア・足病センター）

	 在宅におけるATKパッドの活用
木下　幹雄（TOWN訪問診療所グループ）

【共催】オカモト株式会社

スポンサードセミナー2� 2月27日（金）　14:50〜15:50　第7会場
座長：�川本　篤彦（神戸医療産業都市推進機構TRI）

難治性包括的高度慢性下肢虚血（CLTI）に対する治療の実際と血管新生療法への期待

SP-02-1	 難治性CLTIに対する血行再建の実際
飯田　　修（大阪けいさつ病院　循環器内科）

SP-02-2	 大分岡病院における難治性重症下肢虚血の救肢治療
古川　雅英（大分岡病院　創傷ケアセンター・形成外科）

SP-02-3	 重症CLTIに対する血管再生治療の現状と展望
藤田　靖之（神戸医療産業都市推進機構TRI）

SP-02-4	 CLTI患者を対象とした自家末梢血単核細胞担持ICS-001移植による血管新生療
法の医師主導治験
山原　研一（兵庫医科大学　先端医学研究所　分子細胞治療部門）

【共催】株式会社セルフォールド
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スイーツセミナー5� 2月27日（金）　16:00〜17:00　第7会場
座長：�小林　　平（JA広島総合病院）

Preventing the Second Strike:/もう一方の足を守ろう！ 
～Preventing progression from unilateral CLTI to bilateral CLTI～もう一方の足を守る方法を考えよう

野村　拓生（十全記念病院）

豊島　　拓（大阪けいさつ病院）

【共催】株式会社カネカメディックス

編集委員会企画� 2月27日（金）　17:10〜18:10　第7会場
座長：�菊地　信介（旭川医科大学　外科学講座　血管外科学分野） 

林　　久恵（愛知淑徳大学　健康医療科学部　医療貢献学科　理学療法学専攻）

	 日本フットケア・足病医学会誌の1年間と優秀論文賞結果報告
孟　　　真（横浜南共済病院）

	 最優秀論文賞講演
中山　広譜（春日部中央総合病院　臨床工学科）

	 ゆっくり解説　～ガチで読まれている、学会誌掲載論文ベスト3！
門野　邦彦（南和広域医療事業団　五條病院　整形外科）

第8会場

一般演題6� 2月27日（金）　9:00〜10:00　第8会場
座長：�富村奈津子（公益社団法人鹿児島共済会　南風病院　整形外科） 

山端　志保（京都府立医科大学附属病院　リハビリテーション技術課）

足病患者のリハビリー1

O6-1	 末梢血管内治療後の下肢閉塞性動脈硬化症患者における位相角と予後との関連
堀　　将也（岐阜ハートセンター　心臓リハビリテーション室）

O6-2	 右大腿切断術後に在宅療養となったCLTI患者への訪問リハビリ介入の経験
林　　　有（医療法人衆済会　増子クリニック昴　リハビリテーション科）

O6-3	 患者に寄り添ったリンパ浮腫管理―作業療法士・リンパ浮腫療法士の視点から―
中山みゆき（川崎医科大学総合医療センター　リハビリテーションセンター）

O6-4	 透析予防を目的とした長期の理学療法介入と透析導入を契機に運動習慣改善が
得られたⅡ型糖尿病症例
宮川　倖実（関東病院　リハビリテーション科）

O6-5	 糖尿病性足壊疽に対する包括的治療とリハビリの工夫
岡田満里奈（京都田辺中央病院　リハビリテーション部）

O6-6	 閉塞性動脈硬化症の悪化を認めた在宅利用者へ,自主運動指導と自助具の導入を
行った症例
小池　岳大（医療法人社団日高会　平成日高クリニック　総合ケアセンター）
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O6-7	 シャルコー足患者の足底潰瘍に対し、患者背景を踏まえた除圧の工夫で歩行機
能を維持できた症例
宮前　拓朗（上尾中央総合病院　診療技術部　リハビリテーション技術科）

一般演題7� 2月27日（金）　10:10〜11:10　第8会場
座長：�丹波　光子（杏林大学医学部付属病院　看護部） 

村内　千代（関西医科大学看護学部　慢性疾患看護学領域）

フットケアに関わる看護研究ー1

O7-1	 病棟看護師への関わり方を「指導から支援」に変えたWOCNの取り組み
安西　美恵（社会医療法人大道会　森之宮病院　看護部）

O7-2	 糖尿病性足病変患者における抑うつの評価とそれに対する看護介入についての
検討
吉田久美子（医療法人たけうち　六本松　足と心臓血管クリニック）

O7-3	 横臥位で行う下肢ストレッチ体操と足趾筋力・安定性の向上 
―地域在住高齢者のセルフケアの効果の検証
佐藤　玲子（埼玉県立大学　保健医療福祉学部）

O7-4	 下肢閉塞性動脈疾患と冠動脈疾患における健康の社会的決定因子の比較
吉村　和葉（大阪けいさつ病院　看護部）

O7-5	 ウェルナー症候群患者における足サイズの特異性 
―健常者との傾向スコアマッチングによる横断研究
田原裕希恵（千葉大学大学院　看護学研究院）

O7-6	 多職種チームによる足の健康相談会に参加した地域住民の反応から見た足の健
康に関する意識とその変化
伊藤　麻紀（日本赤十字社医療センター　看護部）

O7-7	 下肢閉塞性動脈硬化症（以下ASO）バイパス術後患者のセルフケア行動が再入
院に与える影響
相澤　哉斗（旭川医科大学病院　看護部）

一般演題8� 2月27日（金）　11:20〜12:10　第8会場
座長：�宮本　　明（総合高津中央病院　心臓血管センター　循環器内科） 

下田ゆかり（杏林大学医学部附属病院　看護部）

CLTIの終末期医療

O8-1	 外傷・異物混入による感染を繰り返し両下肢の足趾切断に至ったCLTIの1例
田中綾紀子（仙台厚生病院　循環器内科）

O8-2	 超高齢CLTI合併心不全患者におけるACPを通じた侵襲的治療の意思決定と倫理
的課題
下田　義晃（JCHO神戸中央病院　循環器内科）

O8-3	 在宅緩和治療を望むCLTI患者のACP支援において、家族の介護実践能力不足に
より病院での看取りとなった1例
伏見　野絵（川崎医科大学総合医療センター　看護部）
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O8-4	 包括的高度慢性下肢虚血患者に対する意思決定支援の実際と課題：死亡症例か
らの検討
長谷川泰子（神戸大学医学部附属病院　国際がん医療・研究センター　形成外科）

O8-5	 私の生き甲斐は子供達に教えることなんです。 
（心不全・足病変を繰り返す糖尿病患者への対応とACP）
日吉　　徹（�日吉医院　糖尿病内科／日本赤十字社医療センター　皮膚科／	

日本赤十字社医療センター　糖尿病内分泌科）

O8-6	 患者意思の尊重が正しかったのか疑問が残った症例 
―入院時に前足部壊死がみられた2例の検討―
小倉未奈美（誠潤会水戸病院　循環器病棟）

ランチョンセミナー8� 2月27日（金）　12:30〜13:30　第8会場
　　　　　　　　座長：�田中　康仁（医真会八尾総合病院　足の疾患センター　センター長）
テクニカルインストラクター：�中田実千代（順天堂大学医学部附属順天堂医院　臨床検査部）

患者のやる気を引き出す検査データの活用

橘　　優子（順天堂大学医学部附属順天堂医院）

共催：ニプロ株式会社

一般演題9� 2月27日（金）　14:50〜15:50　第8会場
座長：�松本　健吾（大分岡病院　形成外科） 

松岡　美木（埼玉医科大学病院　褥瘡対策管理室）

フットケア・難治性潰瘍への取り組みー１

O9-1	 訪問看護におけるマゴットセラピーの実践により下肢切断を回避した事例報告
倉田　楓果（葵訪問看護ステーション）

O9-2	 糖尿病性足病変患者に対する欧米足病医の役割の文献レビュー 
―欧米足病医からみる診療看護師の役割の検討―
近藤　晃代（NTT東日本関東病院　看護部）

O9-3	 施設入所者に対するフットケア介入の効果検証 
〜フットケアで足元のRegenerative（再生）を目指す〜
ハーマントリー美奈（日本訪問フットケアサービス　医療フットケアスペシャリスト）

O9-4	 足専門クリニックにおける包括的フットケアモデルの構築と実践
白木恵美子（医療法人社団輝幸会　足のクリニック表参道　看護部）

O9-5	 障害者支援施設におけるフットケアの意義と今後の課題
小田原　恵（tocotoco365）

O9-6	 フットケア補助アプリ「Steplife」の使用経験について
東下　裕保（医療法人徳秀会　じょうこうクリニック　透析室）

O9-7	 地域紹介による糖尿病患者へのフットケア問診の取り組みと課題
齊藤茉莉子（釧路赤十字病院　内科）
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一般演題10� 2月27日（金）　16:00〜17:00　第8会場
座長：�元村　尚嗣（大阪公立大学大学院　医学系研究科　形成外科学） 

三宅　啓介（大阪大学大学院　医学系研究科　外科学講座　心臓血管外科学）

フットケア・難治性潰瘍への取り組みー2

O10-1	 UNO+創傷治療システムによる治療経験
門間　梨子（東京西徳洲会病院　形成外科）

O10-2	 両下肢褥瘡から生じた難治性潰瘍に対して、緩衝材（プチプチ）による徐圧が
極めて有効であった一症例
三井　秀也（ツカザキ病院　心臓血管外科）

O10-3	 EPIFIXⓇ とOASISⓇを段階的に使用し高位切断を回避し得た難治性潰瘍の1例
坂田　康裕（和歌山県立医科大学　形成外科／医療法人徳洲会　岸和田徳洲会病院　形成外科）

O10-4	 当院における足病変に対する高気圧酸素療法の実状と有用性
中根　慶士（社会医療法人元生会　森山病院　形成外科／北海道大学　医学部形成外科講座）

O10-5	 包括的高度慢性下肢虚血（CLTI）患者の難治性潰瘍に対する活性化PRP
（Platelet-Rich Plasma）療法の治療効果
青栁　幸彦（済生会　八幡総合病院　血管外科）

O10-6	 糖尿病性足潰瘍に対するBSM1デバイス由来iBTA誘導自己バイオシートの安全
性および有効性：探索的臨床治験
東田　隆治（横浜総合病院　心臓血管外科・創傷ケアセンター）

O10-7	 ヒト羊膜使用組織治癒促進用材料を用いた難治性潰瘍の治療経験
加来知恵美（徳洲会湘南鎌倉総合病院　形成外科／日本医科大学　形成外科学教室）

一般演題11� 2月27日（金）　17:10〜18:10　第8会場
座長：�石井　義輝（医療法人真鶴会　小倉第一病院　形成外科） 

加藤　昌子（医療法人医道会　十条武田リハビリテーション病院　訪問看護ステーション）

チームで関わるフットケアー1

O11-1	 離島での難治性潰瘍に対する共同意思決定支援における診療看護師（NP）の役割 
～強皮症未治療の一症例～
岩本　由衣（長崎県壱岐病院　医療局）

O11-2	 難治性足潰瘍患者に対する高気圧酸素療法導入 ―多職種協働による安全な実践―
滝　　幸恵（独立行政法人地域医療機能推進機構　千葉病院　看護部）

O11-3	 診療看護師のフットケアにおける役割
藤原　卓也（済生会横浜市東部病院　診療看護師室）

O11-4	 社会的問題を抱えるCLTI患者に対し、多職種連携の実践により自宅退院可能と
なった一症例
谷口　慧樹（医療法人徳洲会　岸和田徳洲会病院　リハビリテーション科）

O11-5	 フットケアクリニックにおける疾患分布と目指すべき方向性
山本　将士（二ノ切やまもとクリニック）

O11-6	 在宅でのフットケア 
～訪問看護師を中心とした多職種連携の必要性について報告～
松浦久美子（姫路訪問看護リハビリステーションもものは　訪問看護部）
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O11-7	 重症下肢虚血潰瘍における急性期判断と多職種アセスメントの強み 
―在宅療養者を対象に―
中西　由香（みんと会　にしはらクリニック）

ハンズオン会場1

講習会� 2月27日（金）　9:00〜12:00　ハンズオン会場1
座長：�佐久田　斉（福寿会病院） 

西本　裕二（市立豊中病院　循環器内科　院長補佐）

弾性ストッキング・圧迫療法コンダクター講習会：�実技編

教育・研修委員会企画� 2月27日（金）　14:50〜16:50　ハンズオン会場1
　　　　座長：間宮　直子（大阪府済生会　吹田病院　看護部） 
アドバイザー：�高山かおる（済生会川口総合病院　皮膚科）

フットケア指導士・治療認定師交流会

ハンズオンセミナー4� 2月27日（金）　17:10〜18:40　ハンズオン会場1

再発ハンズ×ドップラー　足部動脈のドップラー聴診

	 下肢血流評価におけるドップラー聴診の基礎と臨床活用 
～測定精度を高めるハンズオンセミナー～

　　　講師：	吉永　仁香（住友病院　臨床検査科） 
	 中屋　貴子（国立循環器病研究センター   看護部） 
	 東田　美紀（社会医療法人社団　正峰会　大山記念病院） 
	 永瀬紗奈衣（JCHO神戸中央病院） 
	 田尻　朝子（大阪けいさつ病院　透析センター） 
	 白石夕起子（関西国際大学　保健医療学部） 
	 清水砂奈恵（やのけんVAクリニック　透析センター） 
	 野澤　裕子（一陽会服部病院　透析センター）
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ハンズオン会場2

ハンズオンセミナー1� 2月27日（金）　9:30〜10:40　ハンズオン会場2
座長：�山口　健一（爪と皮膚の診療所　形成外科・皮膚科） 

橘　　優子（順天堂大学医学部附属順天堂医院　足の疾患センター）

未病ハンズ×グラインダー　グラインダーを使いこなす

ファシリテーター：�袋　　　啓（ふくろ皮膚科クリニック） 
杉山　裕美（東海大学医学部付属病院） 
荒井　理恵（足のクリニック表参道） 
川島　彩夏（ドクターネイル爪革命） 
白木恵美子（足のクリニック表参道）

リハビリ推進委員会企画　ハンズオンセミナー2 
� 2月27日（金）　11:10〜12:10　ハンズオン会場2
座長：�河辺　信秀（東都大学　幕張ヒューマンケア学部　理学療法学科） 

林　　久恵（愛知淑徳大学　健康医療科学部　医療貢献学科　理学療法学専攻）

切断ハンズ×断端ソフトドレッシング　 
みんなで学ぼう、だれでもできる切断肢に対する断端ソフトドレッシング

HS-02-1 榊　　聡子（IMS（イムス）グループ　春日部中央総合病院　医療安全管理室）

HS-02-2 五升田香織（医療法人青泉会　下北沢病院）

HS-02-3 河辺　信秀（東都大学　幕張ヒューマンケア学部　理学療法学科）

HS-02-4 林　　久恵（愛知淑徳大学　健康医療科学部　医療貢献学科　理学療法学専攻）

HS-02-5 松木宏多朗（大分岡病院　リハビリテーション部）

HS-02-6 重藤ひかる（大分岡病院　リハビリテーション部）

HS-02-7 新谷　隼也（偕行会　名古屋共立病院　リハビリテーション課）

ハンズオンセミナー3� 2月27日（金）　14:50〜16:20　ハンズオン会場2
責任者：�今岡　信介（大分岡病院　リハビリテーション部）

再発ハンズ×免荷

	 フェルト免荷の理論と実践 ―評価から管理までを体系化するハンズオン―
　　　講師：	榊　　聡子（IMS(イムス)グループ　春日部中央総合病院　医療安全管理室） 
	 森　　正志（社会医療法人大道会　森之宮病院　リハビリテーション部理学療法科） 
	 武田　直人（医療法人社団青泉会　下北沢病院　リハビリテーション科） 
	 菊池　恭太（医療法人社団青泉会　下北沢病院）
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ハンズオンセミナー5� 2月27日（金）　17:00〜18:30　ハンズオン会場2

再発ハンズ×歩行・リハビリ

	 足病患者の歩行・リハビリの支援に必要な足底圧評価
　　　講師：	前重　伯壮（神戸大学大学院　保健学研究科）

	 吉川　義之（奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科）

	 今岡　信介（社会医療法人敬和会　大分岡病院　リハビリテーション部）


